
今 月 表 紙の今 月 表 紙の

　今月の表紙は、５月１６日に行われた明和小学校
５年生の「田植え体験」です。
　当日は朝から小雨が降り、肌寒い中での田植え体
験となりましたが、児童たちは元気に作業を楽しみ
ました。作業終了後、「さんべ農園」の三瓶やえさん
が作ったおいしいおにぎりを食べ、児童たちは体験
を通して「お米の大切さ」や「農業への理解」を深め
ました。

（関連ページ１４ページ）
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▲楢戸集落とその後方にそびえる会津朝日岳（ユネスコエコパーク核心地域）

特集
登録３周年

只
見
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
と
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

豪
雪
に
育
ま
れ
た
自
然
や
伝
統
的
な
生
活
文
化
を
守
り
、活
か
す
！

▲楢戸集落とその後方にそびえる会津朝日岳（ユネスコエコパーク核心地域）

　

只
見
町
は
、
平
成
26
年
６
月
12
日
に
ユ
ネ

ス
コ
か
ら
「
只
見
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
」
と
し

て
登
録
さ
れ
、
こ
の
６
月
で
３
周
年
を
迎
え

ま
す
。今
年
の
２
月
４
日
に
は
、
総
務
省
が
主

催
す
る「
ふ
る
さ
と
づ
く
り
大
賞
」に
お
い
て
、

ブ
ナ
を
大
切
に
す
る
長
年
の
活
動
と
、
人
と

自
然
が
共
生
す
る
モ
デ
ル
地
域
「
只
見
ユ
ネ
ス

コ
エ
コ
パ
ー
ク
」
と
し
て
世
界
に
認
め
ら
れ
た

こ
と
な
ど
が
評
価
さ
れ
、
全
国
の
中
か
ら「
地

方
自
治
体
表
彰
・
総
務
大
臣
賞
」
に
選
ば
れ

ま
し
た
。こ
れ
ま
で
、
登
録
か
ら
３
年
の
間
で

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
に
関
す
る
取
り
組
み
は

地
道
に
続
け
ら
れ
、
着
実
に
そ
の
成
果
を
あ

げ
つ
つ
あ
り
ま
す
。「
只
見
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー

ク
」の
理
念
・
目
的
の
実
現
は
、
地
域
住
民
の

皆
さ
ま
の
自
発
的
な
参
画
と
各
団
体
、
組
織

の
連
携
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

改
め
て
３
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
只

見
町
に
お
け
る
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
の
意
義

と
目
的
を
再
確
認
す
る
と
と
も
に
、
現
在
の

取
り
組
み
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。



▲地域の自然環境や生物資源との関わり合いの中で伝承されてきた生活・文化
　（左）春木山、（左中）伝承芸能〈早乙女踊り〉、（右中）ゼンマイ揉み、（右）ダイコンニュー

▲豪雪が作りだした特徴的な景観「雪食地形」と「モザイク
植生」。低標高地域では珍しい。

▲生態系の豊かさを象徴する希少な野生生物
　（左）イヌワシ、（右）タダミハコネサンショウウオ

（只見町の地域的・国際的価値）
・豪雪に特徴づけられる自然環境
　（雪食地形、モザイク植生）
・５万ヘクタールに及ぶ原生的な自然環境
・生態系の豊かさを象徴する大型野生動物と希少
な野生動植物の存在
・既存の自然保護制度の存在
　（越後三山只見国定公園、奥会津森林生態系保護
地域など）
・入会慣行の下で行われる自然環境に深く関わる
生活（山菜・キノコの採取など）
・恵まれた自然環境を活かし、自然環境に配慮し
た農業
・自然環境に関わる伝承的な生活・文化
　（編み組細工、伝統食、伝承芸能など）
・学術調査研究への取り組み
　（町史編さん事業、ブナ林総合学術調査など）
・自然保護に対する住民の理解

【表】只見町がユネスコエコパーク
として評価された点

▲地域の自然環境や生物資源との関わり合いの中で伝承されてきた生活・文化
　（左）春木山、（左中）伝承芸能〈早乙女踊り〉、（右中）ゼンマイ揉み、（右）ダイコンニュー

―
只
見
町
とユネ

ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
―

　

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
は
、生
態

系
の
保
全
と
持
続
可
能
な
利
活

用
の
調
和（
自
然
と
人
間
社
会
の

共
生
）を
目
的
と
し
て
、ユ
ネ
ス

コ
が
開
始
し
た
人
間
と
生
物
圏

（M
AB:M

an and the Biosphere

）

計
画
に
お
け
る
中
心
事
業
で
す
。

　

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
域
内
で

は
、豊
か
な
生
態
系
や
生
物
多
様

性
を
保
全
し
、そ
れ
ら
資
源
を
持

続
可
能
な
形
で
利
活
用
す
る
こ
と

で
地
域
の
発
展
を
目
指
し
ま
す
。

い
わ
ば
、人
類
共
通
の
課
題
で
あ

る
人
と
自
然
と
の
共
生
を
実
現
す

る
国
際
的
先
進
モ
デ
ル
地
域
で

す
。ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
で
は
、そ

の
理
念
・
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、

①
自
然
環
境
・
生
物
多
様
性
の
保

護
・
保
全
②
地
域
資
源
の
持
続
可

能
な
利
活
用
を
通
じ
た
社
会
経

済
の
発
展
③
学
術
調
査
研
究
・
人

材
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、只
見
町
は
過
疎
高
齢
化

と
若
者
の
流
出
に
伴
う
将
来
の
地

域
社
会
の
衰
退
が
懸
念
さ
れ
る
中

に
あ
っ
て
、都
市
部
な
ど
に
追
随

し
た
町
づ
く
り
と
は
決
別
し
、只

見
町
に
受
け
継
が
れ
て
き
た
自

然
・
生
活
・
文
化
・
歴
史
・
産
業
を

ク
―

生
態

利
活

会
の

ネ
ス

物
圏

here

）

す
。

内
で

多
様

を
持

こ
と

ま
す
。

で
あ

現
す

域
で

は
、そ

た
め
、

性
の
保

続
可

会
経

究
・
人

す
。齢化

来
の
地

る
中

追
随

し
、只

た
自

業
を

活
か
す
と
と
も
に
、こ
の
地
域
の

豊
か
な
自
然
環
境
を
保
護
・
保
全

し
、次
世
代
に
引
き
継
ぐ
町
づ
く

り
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

　

ま
さ
に
、只
見
町
の
町
づ
く
り

の
方
向
性
は
、ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー

ク
の
理
念
・
目
的
と
合
致
し
て
い

ま
す
。そ
こ
で
、只
見
町
は
ユ
ネ
ス

コ
エ
コ
パ
ー
ク
の
制
度
的
枠
組
み

を
活
用
し
、「
豪
雪
に
育
ま
れ
た
只

見
町
の
自
然
や
伝
統
的
な
生
活

文
化
を
守
り
、活
か
す
」地
域
づ
く

り
を
強
力
に
推
進
し
、地
域
社
会

の
維
持
と
発
展
を
目
指
す
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

― 

只
見
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク

の
価
値 

―

　

只
見
町
が
人
と
自
然
と
が
共

生
す
る
モ
デ
ル
地
域
と
し
て
、国

際
的
に
評
価
さ
れ
た
点
は
上
の
表

の
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。こ
れ

ら
は
、只
見
町
が
持
つ
地
域
的
あ

る
い
は
国
際
的
な
価
値
で
す
。町

民
の
皆
さ
ま
に
は
そ
の
只
見
町
の

地
域
的
・
国
際
的
価
値
に
つ
い
て

誇
り
と
自
信
を
持
っ
て
い
た
だ

き
、そ
れ
ら
を
守
り
つ
つ
活
か
し
た

地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
す
。



▲条例を周知する横断幕を設置▲只見町の貴重な守るべき湿原▲モデル林施業方針策定のための調査 ▲条例を周知する横断幕を設置▲只見町の貴重な守るべき湿原▲モデル林施業方針策定のための調査

―
只
見
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク

関
連
事
業
―

　

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
は
、登
録

そ
の
も
の
に
よ
っ
て
地
域
の
課
題

を
解
決
し
て
く
れ
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。あ
く
ま
で
、地
域
住
民

の
自
主
性
と
創
意
・
工
夫
を
前
提

に
、ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
の
枠
組

み
を
活
用
し
て
、自
然
を
守
り
つ
つ

も
、地
域
資
源
を
持
続
可
能
な
形

で
利
活
用
す
る
中
で
、地
域
社
会

を
維
持
・
発
展
さ
せ
て
い
く
も
の
で

す
。

　

そ
の
た
め
の
事
業
を
、只
見
町
ブ

ナ
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
ユ
ネ
ス
コ
エ

コ
パ
ー
ク
関
連
事
業
と
し
て
実
施

し
て
き
ま
し
た
。こ
れ
ら
の
事
業
は

ユ
ネ
ス
エ
コ
パ
ー
ク
の
３
つ
の
目
標

に
沿
っ
て
計
画
・
実
施
さ
れ
て
い
ま

す（
左
図
）。

ク事
業
―

登
録

課
題

は
あ

住
民

前
提

枠
組

り
つ
つ

な
形

社
会

も
の
で

見
町
ブ

ス
コ
エ

実
施

事
業
は

目
標

て
い
ま

Ⅰ
‐
①
自
然
保
護

「
只
見
町
の
野
生
動
植
物

を
保
護
す
る
条
例
」

　

只
見
町
の
一
部
地
域
で
は
自
然

環
境
や
生
物
多
様
性
を
守
る
た
め

の
法
的
措
置
が
十
分
に
整
備
さ
れ

て
お
ら
ず
、貴
重
な
山
野
草
の
大

量
盗
掘
、夜
間
の
ラ
イ
ト
ト
ラ
ッ
プ

で
の
昆
虫
採
集
が
報
告
さ
れ
、町

民
か
ら
そ
れ
ら
に
対
処
で
き
る
条

件
整
備
が
求
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

そ
う
し
た
中
で
、平
成
28
年
、町
内

の
野
生
動
植
物
を
守
る
こ
と
で
、

地
域
の
持
続
可
能
な
発
展
を
目
指

す
、「
只
見
町
の
野
生
動
植
物
を
保

護
す
る
条
例
」を
制
定
し
ま
し
た
。

　

条
例
で
は
、町
内
に
生
育
・
生
息

す
る
野
生
動
植
物
の
保
護
・
保
全

を
図
る
た
め
、町
の
責
務
、町
民
・

事
業
者
及
び
来
町
者
の
責
務
、さ

ら
に
野
生
動
植
物
の
捕
獲
や
採
取

等
の
行
為
に
関
す
る
遵
守
事
項
を

規
定
し
て
い
ま
す
。ま
た
、町
公
認

自
然
ガ
イ
ド
を
主
と
し
た
町
民
の

方
へ「
只
見
町
野
生
動
植
物
保
護

監
視
員
」を
委
嘱
し
、注
意
喚
起
や

啓
発
活
動
な
ど
を
行
い
、野
生
動

植
物
の
保
全
へ
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

条
例
」

自
然

る
た
め

備
さ
れ

の
大

ラ
ッ
プ

れ
、町

る
条

し
た
。

町
内

と
で
、

目
指

物
を
保

し
た
。

生
息

保
全

町
民
・

務
、さ

採
取

事
項
を

公
認

町
民
の

保
護

喚
起
や

生
動

で
い
ま

Ⅰ
‐
②
自
然
保
護

「
大
曾
根
湿
原
」の
保
護
と
保
全

　

大
曾
根
湿
原
は
、梁
取
地
区
大

曾
根
山
の
麓
に
位
置
す
る
約
２
・

５
３
ha
の
高
層
湿
原
で
、町
指
定

の
天
然
記
念
物
で
す
。湿
原
は
、水

域
と
陸
域
の
接
点
で
あ
る
た
め
多

様
な
動
植
物
の
生
息
・
生
育
地
で

あ
り
、特
有
の
環
境
に
依
存
し
た

動
植
物
が
存
在
し
て
い
ま
す
。事

実
、大
曾
根
湿
原
に
は
湿
原
環
境

に
依
存
す
る
貴
重
な
動
植
物
が
生

息
・
生
育
し
て
お
り
、町
の
生
物
多

様
性
に
と
っ
て
大
き
な
役
割
を
果

た
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、大
曾
根
湿
原
内
に
は
、か

つ
て
そ
の
保
全
と
観
察
の
便
を
図

る
た
め
木
道
が
敷
設
さ
れ
ま
し
た

が
、年
月
を
経
て
腐
朽
あ
る
い
は
湿

原
に
埋
没
す
る
状
況
に
あ
り
ま
し

た
。こ
れ
で
は
木
道
の
役
割
を
果
さ

な
い
ば
か
り
か
、か
え
っ
て
人
を
湿

原
内
に
踏
み
込
み
や
す
く
さ
せ
、

悪
影
響
を
及
ぼ
す
危
険
性
が
あ
り

ま
し
た
。そ
こ
で
、湿
原
に
入
る
入

口
部
分
の
木
道
を
撤
去
し
て
湿
原

内
に
人
が
入
り
込
む
こ
と
が
で
き

な
い
よ
う
に
し
ま
し
た
。そ
の
代
わ

り
梁
取
地
区
の
方
々
に
ご
協
力
い

た
だ
い
て
湿
原
を
周
遊
で
き
る
遊

全区
大

約
２
・

指
定

は
、水

め
多

育
地
で

存
し
た

す
。事

環
境

物
が
生

物
多

を
果

は
、か

を
図

ま
し
た

い
は
湿

り
ま
し

果
さ

を
湿

さ
せ
、

が
あ
り

る
入

湿
原

が
で
き

代
わ

協
力
い

る
遊

歩
道
を
整
備
し
ま
し
た
。

Ⅱ
‐
①
地
域
社
会
経
済
の
発
展

「
た
だ
み
豪
雪
林
業
体
験
・
観
察

の
森（
モ
デ
ル
林
）」整
備

　

戦
後
の
拡
大
造
林
で
、町
内
に

は
ス
ギ
な
ど
の
人
工
林
が
造
成
さ

れ
ま
し
た
。木
材
生
産
を
目
的
と

し
た
こ
れ
ら
の
林
も
、木
材
価
格
の

低
迷
と
割
高
な
生
産
コ
ス
ト
の
た

め
、経
営
的
に
は
難
し
く
、ほ
と
ん

ど
が
放
置
さ
れ
て
い
る
の
が
実
状

で
す
。そ
こ
で
、こ
う
し
た
人
工
林

（
資
源
）を
活
か
す
た
め
豪
雪
地
帯

に
適
応
し
た
森
林
管
理
技
術
の
開

発
と
そ
の
普
及
を
目
指
す
こ
と
と

し
ま
し
た
。

　
「
た
だ
み
豪
雪
林
業
体
験
・
観
察

の
森
」（
以
下
、体
験
の
森
）は
そ
の

モ
デ
ル
林
で
、豪
雪
地
帯
に
適
し
た

人
工
林
整
備
、持
続
可
能
な
森
林

管
理
の
教
育
と
普
及
、森
林
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、環
境
教
育
が
実
施

さ
れ
ま
す
。

　

公
募
に
よ
り
決
定
し
た
黒
谷
区

の
体
験
の
森
で
は
、平
成
28
年
、ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
の
も
と
、毎
木

調
査
、簡
易
測
量
、歩
道
整
備
が
行

わ
れ
ま
し
た
。今
後
は
伐
採
作
業

を
行
い
、体
験
の
森
の
整
備
を
す
す

Ⅰ.
自然環境・生物多様性
の保護・保全

　Ⅱ.
地域資源の
持続可能な
利活用を
通じた地域社会
　の発展

Ⅲ.
学術調査研究、
人材育成

目的：
人と自然の共生



▲「自然首都・只見」伝承産品▲只見町公認自然ガイドの育成研修▲研究者による学術調査研究 ▲「自然首都・只見」伝承産品▲只見町公認自然ガイドの育成研修▲研究者による学術調査研究

め
る
予
定
で
す
。

　

な
お
、こ
の
事
業
は
㈱
野
村
総

合
研
究
所
か
ら
の
協
力
と
同
社
か

ら
の
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
付
金
を

活
用
し
て
い
ま
す
。

Ⅱ
‐
②
地
域
社
会
経
済
の
発
展
　

「
自
然
首
都
・
只
見
」

伝
承
産
品
ブ
ラ
ン
ド

　

地
域
資
源
や
地
域
固
有
の
伝
承

的
な
生
活
文
化
を
持
続
可
能
な
形

で
利
活
用
し
地
域
経
済
の
活
性
化

を
図
る
た
め
、只
見
町
内
の
生
物

資
源
・
農
産
物
を
使
用
あ
る
い
は

伝
統
的
な
技
術
で
生
産
さ
れ
た
産

品
に
つ
い
て『「
自
然
首
都
・
只
見
」

伝
承
産
品
』に
認
定
し
、ブ
ラ
ン
ド

化
を
図
っ
て
い
ま
す
。マ
タ
タ
ビ
・
ア

ケ
ビ
な
ど
の
編
み
組
細
工
、伝
統
食

の
飴
、凍
み
餅
・
凍
み
大
根
・
打
ち

豆
・
干
し
ワ
ラ
ビ
な
ど
の
保
存
食
、

ト
チ
ノ
キ
や
ク
リ
の
蜂
蜜
、コ
ク
ワ

で
作
っ
た
ジ
ャ
ム
、ど
ぶ
ろ
く
、減
農

薬
・
天
日
干
の
お
米
、か
じ
ご
焼
き

炭
の
消
臭
剤
、ク
ロ
モ
ジ
の
楊
枝
や

箸
、ゼ
ン
マ
イ
綿
毛
を
使
っ
た
コ
ー

ス
タ
ー
や
毛
鉤
、轆
轤
引
き
で
作
ら

れ
た
木
工
製
品
、栃
餅
、ブ
ナ
の
葉

の
染
物
な
ど
42
品
が
現
在
ブ
ラ
ン

ド
と
し
て
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 村

総

同
社
か

金
を

展ラ
ン
ド

伝
承

能
な
形

性
化

生
物

る
い
は

れ
た
産

只
見
」

ラ
ン
ド

ビ
・
ア

伝
統
食

打
ち

存
食
、

コ
ク
ワ

減
農

焼
き

楊
枝
や

た
コ
ー

で
作
ら

ナ
の
葉

ブ
ラ
ン

す
。

　

こ
れ
ら
産
品
は
町
内
の
町
関
係

施
設
で
販
売
さ
れ
、来
町
者
が「
只

見
町
の
お
土
産
」を
購
入
で
き
る

仕
組
み
が
整
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

Ⅲ
‐
①
学
術
調
査
研
究
・
人
材
育
成

只
見
町
公
認
自
然
ガ
イ
ド
育
成

　

只
見
町
に
お
け
る
固
有
の
自
然

や
文
化
を
町
内
外
の
方
々
に
紹

介
、解
説
し
、そ
れ
ら
の
重
要
性
を

理
解
し
て
も
ら
う
よ
う
働
き
か
け

る
た
め
、「
只
見
町
公
認
自
然
ガ
イ

ド
」の
育
成
を
し
て
い
ま
す
。公
認

ガ
イ
ド
の
活
動
は
自
然
環
境
や
歴

史
文
化
を
対
象
と
し
、そ
れ
ら
を

体
験
し
学
ぶ
こ
と
で
、対
象
と
な

る
地
域
の
自
然
環
境
や
歴
史
文
化

の
保
全
に
責
任
を
持
つ
観
光
形
態

で
あ
る「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」の
推
進

に
寄
与
す
る
も
の
で
す
。い
わ
ば
公

認
ガ
イ
ド
は
、ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー

ク
が
理
念
・
目
的
と
す
る
自
然
環

境
を
守
り
つ
つ
、持
続
可
能
な
形
で

利
活
用
す
る
こ
と
で
地
域
の
社
会

経
済
的
発
展
を
目
指
す
こ
と
を
体

現
す
る
存
在
で
す
。

　

公
認
ガ
イ
ド
は
町
の
実
施
す
る

研
修
を
受
け
、認
定
申
請
し
、基

準
を
満
た
し
た
方
が
認
定
さ
れ
、

現
在
、20
名
が
公
認
ガ
イ
ド
と
し 関

係
が「
只

き
る

す
。

材
育
成

成自
然

に
紹

性
を

き
か
け

然
ガ
イ

公
認

境
や
歴

ら
を

と
な

文
化

形
態

推
進

ば
公

コ
パ
ー

然
環

な
形
で

社
会

を
体

施
す
る

し
、基

れ
、

と
し

て
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。今
後
は
、

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
の
た
め
の
体

制
整
備
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

Ⅲ
‐
②
学
術
調
査
研
究
・
人
材
育
成

「
自
然
首
都
・
只
見
」

学
術
調
査
助
成
金
事
業

　

こ
の
事
業
は
、
只
見
町
の
生

態
系
、
生
物
多
様
性
の
保
全
、

再
生
及
び
活
用
に
関
す
る
基
礎

研
究
か
ら
応
用
研
究
、
あ
る
い

は
歴
史
、
民
俗
の
保
存
、
継
承

に
関
す
る
調
査
研
究
、
そ
し
て

そ
れ
ら
に
関
す
る
研
究
会
等
を

開
催
す
る
研
究
者
等
を
助
成
す

る
制
度
で
す
。
只
見
町
の
よ
う

に
こ
う
し
た
制
度
を
も
っ
て
い

る
自
治
体
は
全
国
的
に
も
珍
し

い
も
の
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
多
様
な
テ
ー
マ
、

多
様
な
研
究
者
に
よ
り
調
査
が

行
わ
れ
、
中
に
は
新
種
の
両
生

類
タ
ダ
ミ
ハ
コ
ネ
サ
ン
シ
ョ
ウ

ウ
オ
の
発
見
に
つ
な
が
り
、
只

見
町
の
自
然
環
境
と
生
物
多
様

性
の
豊
か
さ
を
改
め
て
証
明
し

て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
他
に
も

只
見
町
の
自
然
や
民
俗
に
関
す

る
基
礎
的
研
究
が
実
施
、
科
学

的
な
評
価
が
な
さ
れ
、
研
究
成

後
は
、

め
の
体

材
育
成

事
業

の
生

全
、

基
礎

る
い

継
承

し
て

等
を

成
す

よ
う

て
い

珍
し

マ
、

査
が

両
生

ョ
ウ

、
只

多
様

明
し

に
も

関
す

科
学

究
成

果
が
着
実
に
蓄
積
さ
れ
て
い
ま

す
。
研
究
成
果
は
、
年
度
末
に

町
民
向
け
の
発
表
会
で
報
告
さ

れ
る
ほ
か
、
研
究
者
に
よ
り
学

会
や
学
術
雑
誌
の
場
で
発
表
さ

れ
、
只
見
町
の
情
報
が
広
く
発

信
さ
れ
て
い
ま
す
。

―
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
で

只
見
の
未
来
を
描
く
―

　

只
見
町
の
価
値
の
根
源
で
あ

る
豊
か
な
自
然
や
伝
承
的
な
生

活
文
化
を
拠
り
所
に
、
只
見
ユ
ネ

ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
の「
豪
雪
に
育
ま

れ
た
自
然
と
生
活
文
化
を
守
り
、

活
か
す
」
と
い
う
精
神
の
も
と
、

地
道
に
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。将
来
の
地
域
社
会
の
維

持
・
発
展
は
そ
う
し
た
取
り
組

み
が
継
続
・
実
践
さ
れ
て
行
く
中

で
期
待
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
町
民
の
方
々
を

は
じ
め
、関
係
機
関
・
団
体
で
の

調
整
や
協
力
が
不
可
欠
で
す
の

で
、事
業
の
推
進
と
普
及
・
啓
発

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

―
問
合
せ
先
―

　

総
合
政
策
課 

地
域
振
興
係

　

☎
０
２
４
１（
82
）５
２
２
０

ろ
く
ろ



▲（写真／朝日保育所さくら組）

特集

▲（写真／朝日保育所さくら組）

―
子
ど
も
た
ち
のか

ら
だ
が
危
な
い
―

　

現
代
の
子
ど
も
た
ち
は
、ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
の
変
化
に
よ
り
体
を
動
か
す

機
会
が
減
少
し
、走
・
跳
・
投
と
い
っ
た

基
礎
的
な
運
動
能
力
と
筋
力
や
柔
軟

性
、敏
捷
性
な
ど
が
、１
９
８
５
年
前

後
を
ピ
ー
ク
に
著
し
く
低
下
の
傾
向

に
あ
り
ま
す
。体
力
・
運
動
能
力
の
低

下
は
小
学
校
低
学
年
を
は
じ
め
、さ

ら
に
は
乳
幼
児
期
か
ら
始
ま
っ
て
お

り
、体
力
の「
低
年
齢
化
」と
い
う
新

た
な
問
題
が
顕
在
化
し
て
き
て
い
ま

す
。運
動
能
力
が
低
下
し
た
原
因
は
い

く
つ
か
考
え
ら
れ
ま
す
が
、投
げ
る
こ

と
が
う
ま
く
で
き
な
い
、幅
跳
び
の
動

き
が
身
に
つ
い
て
い
な
い
と
い
っ
た
基

本
的
動
作
の
未
習
得
や
未
発
達
が
挙

な
い
―

イ
フ
ス

動
か
す

い
っ
た

や
柔
軟

５
年
前

の
傾
向

力
の
低

め
、さ

っ
て
お

う
新

て
い
ま

因
は
い

げ
る
こ

び
の
動

た
基

が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。こ
れ
ら
は
、子
ど
も
た

ち
が
日
常
、外
遊
び
を
す
る
な
ど
の
身

体
活
動
の
機
会
が
全
体
的
に
減
っ
て

き
て
い
る
こ
と
に
よ
る「
運
動
量
」の

減
少
が
主
な
原
因
の
１
つ
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。さ
ら
に
転
び
や
す
く
な

る
こ
と
で
の
怪
我
の
増
加
や
体
重
が

増
加
す
る
な
ど
の
生
活
習
慣
病
が
子

ど
も
に
も
広
が
り
を
見
せ
て
お
り
ま

す
。こ
の
、子
ど
も
の
体
や
心
の
問
題

に
つ
い
て
研
究
し
、当
事
業
の
全
体
監

修
を
す
る
山
梨
大
学
大
学
院
の
中
村

和
彦
教
授
は
、「
今
の
子
ど
も
た
ち
の

体
は
危
な
い
状
況
に
あ
る
」と
警
鐘
を

鳴
ら
し
て
い
ま
す
。

― 

全
体
監
修
・ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に

山
梨
大
学
　
中
村
教
授 

―

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
教
育
番
組「
か
ら
だ
で
あ
そ

　

日
本
で
は
少
子
化
に
よ
る
人
口
減
少
が
社
会
問
題
と
な
っ
て
お
り
、只
見
町
も
こ
の
問
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
只
見
町
が
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
子
育
て
支
援
は
、

医
療
費
や
保
育
料
な
ど
の
無
償
化
や
低
減
と
い
っ
た
「
経
済
支
援
」
が
主
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
様
な
中
、
新
た
な
支
援
策
と
し
て
町
内
３
つ
の
保
育
所
を
拠
点
に
、
独
自
の

幼
児
期
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
運
動
あ
そ
び
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
を
取
り
入
れ
、
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、
幼
児
期
の
体
力
・
運
動
能
力
の
向
上
に
よ
る
心
身
両
面
の
発
育
・
発
達
を
促
し

な
が
ら
、
町
ぐ
る
み
で
子
育
て
支
援
体
制
を
確
立
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
取
り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。
ま
た
、
本
事
業
の
中
の
運
動
遊
び
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
」
を
活
用
す

る
事
業
は
、
日
本
全
国
の
自
治
体
の
中
で
も
只
見
町
が
先
駆
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
事
業
で
す
の
で
、
今
回
は
こ
の
事
業
に
つ
い
て
詳
し
く
紹
介
い
た
し
ま
す
。

た
だ
み
健
や
か
発
育
・
発
達
支
援
事
業「
さ
ん
さ
ん
キ
ッ
ズ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

全
国
に
先
駆
け「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
」を
活
用
し
取
組
む
子
育
て
支
援
！

さんさんキッズプロジェクト

子どもたちのために！



▲中村教授が提唱する「基本的動作３６の動き」を取り入れたプログラム
を実施していきます

◀《全体監修者》山梨大学 教育学
部長・大学院教育学研究科長
　中村和彦教授

〈基本動作の一例〉

わたる

を実施していきます

ぼ
」や「
お
か
あ
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
」の

体
操
コ
ー
ナ
ー
な
ど
の
監
修
を
務
め
、

子
ど
も
の
体
や
心
の
問
題
を
主
に
研

究
し
、特
に「
あ
そ
び
」の
重
要
性
に
関

す
る
調
査
・
研
究
で
は
第
一
人
者
で
あ

る
、山
梨
大
学
教
育
学
部
長
・
大
学
院

教
育
学
研
究
科
長
の
中
村
和
彦
教
授

は
、子
ど
も
の
体
力
向
上
や
健
康
増

進
の
必
要
性
を
唱
え
、「
36
の
基
本
動

作
」を
提
唱
し
て
い
ま
す
。人
間
の
基

本
的
な
動
き
は
36
種
類
に
分
類
さ

れ
、幼
少
期
に
で
き
る
だ
け
た
く
さ
ん

経
験
し
、バ
ラ
ン
ス
よ
く
身
に
つ
け
る

こ
と
が
子
ど
も
の
成
長
に
望
ま
し
い

と
し
て
い
ま
す
。当
事
業
で
は
監
修
や

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
中
村
教
授
が
務
め
、

36
の
動
き
を
保
育
所
の
中
で「
運
動

あ
そ
び
」と
し
て
取
り
入
れ
て
実
施
し

て
い
ま
す
。

― 

ゴ
ー
ル
デ
ン
エ
イ
ジ
か
ら

は
じ
め
る
子
ど
も
の

か
ら
だ
づ
く
り 

―

　

幼
少
期
は「
ゴ
ー
ル
デ
ン
エ
イ
ジ
」

と
呼
ば
れ
、人
間
に
と
っ
て
非
常
に
重

要
な
運
動
能
力
や
認
知
的
な
能
力
・

情
緒
・
社
会
性
と
い
っ
た
能
力
を
身
に

つ
け
る
の
に
最
も
適
し
た
時
期
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
時
期
に
日
常
の

生
活
の
中
で「
運
動
あ
そ
び
」を
取
り

入
れ
る
こ
と
で
、バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
発

達
を
促
す
こ
と
が
で
き
る
と
い
わ
れ

ょ
」の

務
め
、

主
に
研

性
に
関

者
で
あ

大
学
院

彦
教
授

健
康
増

基
本
動

間
の
基

類
さ

く
さ
ん

つ
け
る

ま
し
い

監
修
や

務
め
、

運
動

実
施
し

り
―

イ
ジ
」

常
に
重

能
力
・

を
身
に

期
と
言

日
常
の

を
取
り

よ
い
発

い
わ
れ

て
い
ま
す
。運
動
あ
そ
び
の
経
験
は
、

36
の
基
本
の
動
き
に
よ
り「
身
体
運

動
の
発
達
」を
促
す
と
と
も
に
、考
え

る
こ
と
や
工
夫
す
る
こ
と
を
通
じ
て

の「
認
知
的
な
発
達
」、仲
間
と
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
の「
情
緒

社
会
性
の
発
達
」を
促
す
こ
と
と
な

り
、結
果
と
し
て
子
ど
も
た
ち
の「
生

き
る
力
」が
育
ま
れ
ま
す
。当
事
業
で

は
、実
態
に
合
わ
せ
た「
運
動
あ
そ
び

プ
ロ
グ
ラ
ム
」を
実
施
し
、子
ど
も
た

ち
の
生
き
る
力
づ
く
り
を
支
援
し
て

い
き
ま
す
。

― 

国
や
町
に
お
け
る
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
施
策
の
動
向 

―

　

国
は
、「
子
ど
も
・
子
育
て
ビ
ジ
ョ
ン

」や「
子
ど
も
・
子
育
て
関
連
３
法
」の

成
立
を
背
景
に
、自
治
体
単
位
に
お
い

て
も
、よ
り
一
層
地
域
に
お
け
る
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
策
の
充
実
や
具
体

的
推
進
を
求
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
背
景
を
受
け
只
見
町

で
は
、子
ど
も
の
健
や
か
な
発
達
と
社

会
全
体
で
支
援
す
る
環
境
の
整
備
を

目
的
に
、平
成
27
年
度
に
策
定
し
た

「
只
見
町
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業

計
画
」や「
只
見
町
総
合
戦
略
」、「
只

見
町
子
育
て
支
援
・
少
子
化
対
策
の

推
進
に
関
す
る
条
例
」の
趣
旨
を
踏

ま
え
、本
事
業
に
取
り
組
む
も
の
で

す
。

未来を担う



▲遊びながら多様な動きが経験できる「運動遊びプログラム」
▲保育関係者の研修会は、ＯＪＴなどを含め多くの研修を
実施しています

▲「３６の基本動作」を取り入れた運動を年齢に応じて３０分
～１時間程度実施します

▲ＩＣＴを活用しておでこで体温をはかる児童
　（結果は個人データとして蓄積されます）

▲保護者を対象にした中村教授の講演会

▲遊びながら多様な動きが経験できる「運動遊びプログラム」
▲保育関係者の研修会は、ＯＪＴなどを含め多くの研修を
実施しています

―
全
国
の
モ
デ
ル
と
な
る

発
育
・
発
達
支
援

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
導
入
―

　

本
事
業
は
、町
内
の
保
育
所
を

拠
点
と
し
、幼
児
期
の
運
動
あ
そ

び
を
通
し
た
か
ら
だ
づ
く
り
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
す
る
と
と
も

に
、保
育
士
の
資
質
向
上
を
含
め

た
、提
供
環
境
の
整
備
を
推
進
し

て
い
き
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、保
育
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
化
を
図
り
、幼
児
の
体
力
・

運
動
能
力
を
伸
ば
し
な
が
ら
、心

身
両
面
の
発
育
・
発
達
を
支
援
す

る
体
制
を
構
築
す
る
た
め
に
、次

の
よ
う
な
事
業
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

①
全
国
初
の
取
組
み
！

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
子
ど
も
の

　
健
康
状
態
及
び
活
動
状
況
の

　
可
視
化
シ
ス
テ
ム

　

全
国
初
の
取
組
み
と
し
て「
Ｉ

Ｃ
Ｔ
」を
活
用
し
て
、子
ど
も
の
成

長
な
ど
を
可
視
化
す
る
こ
と
が
可

能
な
機
器
を
利
用
し
、子
ど
も
た

ち
の
健
康
状
態
・
運
動
能
力
・
日

常
の
活
動
量
・
睡
眠
状
態
な
ど
を

可
視
化
、モ
ニ
タ
リ
ン
グ
で
き
る
仕

組
み
を
構
築
し
て
い
き
ま
す
。 入

―
所
を

あ
そ

り
の
プ

と
も

含
め

進
し

ビ
ス
の

体
力
・

ら
、心

援
す

に
、次

ん
で
い

ど
も
の

況
のて「

Ｉ
の
成

が
可

も
た

力
・
日

ど
を

る
仕

　

昨
年
度
行
っ
た
ベ
ー
ス
調
査
で

は
、一
般
的
な
目
標
と
さ
れ
る
１

日
の
活
動
量
よ
り
も
低
い
傾
向
が

み
ら
れ
ま
し
た
。ま
た
生
活
習
慣

で
は
、就
寝
時
間
に
お
い
て
遅
い
傾

向
が
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。こ
れ

ら
の
デ
ー
タ
を
経
年
的
に
蓄
積
・

分
析
し
な
が
ら
子
ど
も
た
ち
の
現

状
に
あ
っ
た
運
動
あ
そ
び
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
取
り
入
れ
、発
育
・
発
達
支

援
に
取
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、こ
ど
も
た
ち
の
健
康
実
態

等
に
関
す
る
各
種
情
報
は
、今
後
保

護
者
の
方
々
と
も
共
有
で
き
る
仕

組
み
を
構
築
し
て
い
く
予
定
で
す
。

②「
運
動
あ
そ
び
プ
ロ
グ
ラ
ム
」の

　
導
入

　
「
運
動
あ
そ
び
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

は
、子
ど
も
た
ち
の
実
情
に
応
じ

た
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
を
行
い
な

が
ら
、多
様
な
動
き
が
経
験
で
き

る
遊
び
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し

た
結
果
、①
25
メ
ー
ト
ル
走
②
立

幅
跳
び
③
ボ
ー
ル
投
げ
④
体
支

持
持
続
時
間
⑤
両
足
連
続
跳
び

越
し
⑥
捕
球
の
６
項
目
で
、プ
ロ

グ
ラ
ム
の
導
入
後
は
運
動
能
力
の

向
上
が
み
ら
れ
ま
し
た
。



只見保育所
主任　
目黒 紀代美 先生

≪Voice≫

　幼児期に身につけてほしい
「36の基本動作」を取り入れ、
様々な経験をしていく中で「体を
動かすことが楽しい」という気持
ちが持てるように、子どもたちの
自発的な力を伸ばし、発育・発達
支援につなげていけるよう取組ん
でいきたいです。

①只見町の子どもたちの実態を
継続的に把握できる基盤構築

※事前調査による子どもたちの健康状態、生活習慣、
体力、子育て環境などの現状把握・課題抽出

②実情に応じた運動遊びプログラムの開発
③多様な動きを経験できる遊びの環境整備

④保護者への情報発信
・講演会　　・機関紙　　・ＩＣＴ利活用

⑤保育者・子どもに関わる方々のスキルアッ
プを支援するための教育研修体制

全体イメージ

可視化▲機器を腰に装着
して測定します

朝日保育所
主任　
目黒 径子 先生

≪Voice≫

　子どもたちを見ていると、いつ
も動いており運動量は多いと感じ
ていましたが、この事業を通して
運動量を数値化してみると、まだ
まだ足りていないことが分かりま
した。廊下を歩くといった普段の
生活にまで動きを取り入れ運動量
をＵＰしていきたいです。

明和保育所
主任　
藤田 志津 先生

≪Voice≫

　運動が苦手な子でもやりたいと
思えるよう、「できた」という経
験を増やしたい。子どもが主導で
考えるよう、先生方も「与える」
ことから「見守る」ことに変わっ
たと感じます。運動だけでなく食
育面でも保護者と連携し、発育発
達を支援していきたいです。

支援につなげていけるよう取組ん
でいきたいです。

生活にまで動きを取り入れ運動量
をＵＰしていきたいです。

育面でも保護者と連携し、発育発
達を支援していきたいです。

③
保
護
者
・
保
育
関
係
者
向
け
の

　
講
演
会
・
研
修
会
の
開
催

　

保
護
者
や
保
育
関
係
者
な
ど
子

ど
も
に
関
わ
る
方
々
の
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
を
支
援
す
る
た
め
に
実
践
型
の

教
育
研
修
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
行
わ
れ
た「
か
ら
だ
あ

そ
び
講
座
」に
親
子
で
参
加
し
た

保
護
者
の
方
々
か
ら
は
、「
遊
び
の

大
切
さ
が
わ
か
っ
た
。身
体
を
動

か
す
楽
し
さ
を
全
て
の
子
ど
も
に

味
わ
っ
て
欲
し
い
。」「
子
ど
も
と
遊

べ
た
と
い
う
充
実
感
が
あ
っ
た
。」

「
子
ど
も
と
ど
の
よ
う
に
遊
ん
だ

ら
良
い
の
か
わ
か
ら
な
い
の
が
正

直
な
と
こ
ろ
だ
っ
た
が
、身
近
な

も
の
を
工
夫
し
て
運
動
あ
そ
び
が

出
来
る
こ
と
を
教
え
て
も
ら
え
て

良
か
っ
た
。」「
親
子
で
お
も
い
っ
き

り
遊
べ
る
機
会
や
場
を
も
っ
と
作

っ
て
ほ
し
い
。」と
い
っ
た
意
見
が
聞

か
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、保
育
関
係
者
か
ら
は「
子

ど
も
の
探
求
心
や
欲
求
を
受
け
入

れ
る
こ
と
で
、自
発
的
な
遊
び
が

生
ま
れ
、満
足
そ
う
な
表
情
や
言

葉
が
聞
か
れ
た
。」「
職
員
間
で
保

育
の
あ
り
か
た
、子
ど
も
の
状
況

な
ど
話
し
合
う
機
会
が
今
ま
で
よ

け
のど

子
ル
ア
ッ

践
型
の

す
。だ

あ
し
た

遊
び
の

を
動

も
に

と
遊

た
。」

ん
だ

が
正

近
な

び
が

ら
え
て

い
っ
き

と
作

見
が
聞

は「
子

け
入

び
が

や
言

で
保

状
況

で
よ

り
も
増
え
た
。」と
い
っ
た
意
見
が

聞
か
れ
、様
々
な
良
い
変
化
が
見

え
始
め
て
い
ま
す
。

―
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち

の
た
め
に
で
き
る
こ
と
を
―

　

こ
の
よ
う
に
只
見
町
で
は
、子

ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
発
育
・
発

達
の
た
め
に
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し

て
子
ど
も
た
ち
の
健
康
状
態
や
活

動
状
況
の
可
視
化
、運
動
あ
そ
び

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
導
入
、そ
し
て
保
護

者
や
保
育
関
係
者
向
け
の
講
演

会
・
研
修
会
の
実
施
に
よ
り
、子
ど

も
か
ら
保
護
者
・
保
育
関
係
者
ま

で
を
効
果
的
に
支
援
で
き
る
体
制

を
構
築
し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
取
組
み
に
よ
り
、保

育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
る
と
と

も
に
、家
庭
や
地
域
が
一
体
と
な
っ

て
町
ぐ
る
み
で
子
育
て
支
援
に
取

組
み
、ふ
る
さ
と
の
未
来
を
託
せ

る
子
ど
も
た
ち
が
育
つ
環
境
づ
く

り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

―
問
合
せ
先
―

　

総
合
政
策
課 

地
域
振
興
係

　

☎
０
２
４
１（
82
）５
２
２
０



亀
岡
地
区
で「
ト
レ
ー
ラ
ー
ハ
ウ
ス
」オ
ー
プ
ン
！

亀
岡
地
区
で「
ト
レ
ー
ラ
ー
ハ
ウ
ス
」オ
ー
プ
ン
！

町
民
の
集
い
の
場
・
ス
ポ
ー
ツ
や
観
光
交
流
の
拠
点
と
し
て

　

創
業
・
就
労
機
会
や
賑
わ
い
創
出
の
拠
点

と
し
て
、亀
岡
地
区
の
多
目
的
活
性
化
広
場

内
に
設
置
さ
れ
た「
ト
レ
ー
ラ
ー
ハ
ウ
ス
」が

５
月
27
日
に
オ
ー
プ
ン
し
、記
念
式
典
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ト
レ
ー
ラ
ー
ハ
ウ
ス
は
、地
方
創
生

事
業
に
よ
り
、健
康
ス
ポ
ー
ツ
の
拠
点
施
設

や
観
光
の
誘
客
資
源
と
し
て「
サ
ン
ド
バ
レ

ー
施
設
」と
共
に
整
備
さ
れ
ま
し
た
。ト
レ

ー
ラ
ー
ハ
ウ
ス
の
利
点
は
、施
設
設
置
費
用

の
圧
縮
と
運
用
経
費
の
削
減
で
あ
り
、就
業

機
会
の
創
出
の
た
め
に
導
入
し
た
も
の
で

す
。導
入
し
た
ト
レ
ー
ラ
ー
ハ
ウ
ス
は
、飲
食

系
２
台
、物
販
系
１
台
の
計
３
台
と
な
っ
て

お
り
、ハ
ウ
ス
の
前
面
に
は
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
が

「
地
域
経
済
活
性
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
」の
開
催

「
地
域
経
済
活
性
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
」の
開
催

地
方
創
生
の
取
組
み

　

只
見
町
と
東
北
財
務
局
福
島
財
務
事
務

所
の
共
催
で
、
只
見
町
に
お
け
る
地
域
経

済
の
発
展
及
び
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
「
地
域
経
済
活
性
化
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
が
５
月
19
日
、
只
見
振
興
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
、
町
内
外
か
ら
約
70
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

地
方
創
生
の
取
組
み
の
一
環
と
し
て
行

わ
れ
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
開
会
に
あ
た
り

菅
家
町
長
が
「
只
見
町
で
は
新
し
い
人
の

流
れ
を
つ
く
る
た
め
に
地
方
創
生
に
取
組

ん
で
い
る
。
国
道
２
８
９
号
八
十
里
越
の

開
通
を
見
据
え
、
新
潟
県
三
条
市
に
本
社

の
あ
る
ア
ウ
ト
ド
ア
メ
ー
カ
ー
㈱
ス
ノ
ー
ピ

ー
ク
と
連
携
し
て
ア
ウ
ト
ド
ア
拠
点
整
備

に
向
け
た
基
本
構
想
を
策
定
し
、
ユ
ネ
ス

コ
エ
コ
パ
ー
ク
が
体
感
で
き
る
よ
う
自
然
観

光
の
魅
力
度
向
上
を
図
り
た
い
」
と
挨
拶

し
ま
し
た
。

　

発
表
で
は
、
只
見
町
、
㈱
ス
ノ
ー
ピ
ー
ク
、

東
北
経
済
産
業
局
、
㈱
東
邦
銀
行
が
事
業

を
紹
介
し
ま
し
た
。
只
見
町
か
ら
は
、
田

子
倉
湖
・
只
見
湖
・
い
こ
い
の
森
キ
ャ
ン
プ

場
と
い
っ
た
地
域
の
特
色
を
活
か
し
、
ユ
ネ

ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
の
魅
力
に
つ
い
て
ア
ウ
ト
ド

ア
を
通
し
て
感
じ
て
も
ら
う
た
め
に
実
施
す

る
「
ア
ウ
ト
ド
ア
基
本
構
想
」
に
つ
い
て
発

表
し
、
交
流
人
口
拡
大
に
向
け
た
取
組
み

や
、
㈱
ス
ノ
ー
ピ
ー
ク
と
の
連
携
、
滞
在
型

交
流
観
光
の
推
進
な
ど
を
説
明
し
ま
し
た
。

そ
し
て
㈱
ス
ノ
ー
ピ
ー
ク
山
井
太
社
長
の
基

調
講
演
で
は
、
只
見
町
の
「
ア
ウ
ト
ド
ア
基

本
構
想
」
の
発
展
性
と
新
た
な
キ
ャ
ン
プ
の

形
態
「
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
」
に
つ
い
て
紹
介
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
「
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
」
は
、

自
ら
テ
ン
ト
を
準
備
す
る
必
要
が
な
く
、

気
軽
に
贅
沢
な
キ
ャ
ン
プ
を
楽
し
め
る
新
し

い
形
態
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
只
見
町
の
地

域
資
源
を
活
か
し
た
地
域
経
済
の
活
性
化

に
つ
い
て
、
参
加
者
と
と
も
に
理
解
を
深
め

ま
し
た
。

▲地域資源を活かした観光振興の方向性について意見交換された
　フォーラム

▲トレーラーハウス前のウッドデッキで行われたテープカット

▲賑わいを見せるトレーラーハウス

配
置
さ
れ
、ス
ポ
ー
ツ
観
戦
や
利
用
者
の
憩

い
の
場
と
し
て
広
く
利
用
で
き
る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
住
民
な
ど
約
50
名
が
来
場
し
た
式

典
で
は
、菅
家
町
長
が「
今
後
オ
ー
プ
ン
予

定
の
サ
ン
ド
バ
レ
ー
施
設
と
共
に
賑
わ
い
創

出
の
拠
点
と
し
た
い
」と
挨
拶
し
、齋
藤
議

長
が「
観
光
ス
ポ
ー
ツ
の
拠
点
と
し
て
皆
さ

ま
の
活
用
を
お
願
い
し
た
い
」と
祝
辞
を
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。そ
の
後
、関
係
者
に
よ
る
テ

ー
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
、来
場
者
と
と
も
に

オ
ー
プ
ン
を
祝
い
ま
し
た
。

　

式
典
後
に
は
、事
業
者
に
よ
る
紹
介
や
内

覧
会
が
行
わ
れ
、来
場
者
は「
気
軽
に
集
え

る
場
所
が
で
き
た
」と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。



NEWS＆FLASH

国
道
２
５
２
号
再
開
通
イ
ベ
ン
ト

国
道
２
５
２
号
再
開
通
イ
ベ
ン
ト

福
島
と
新
潟
を
結
ぶ
重
要
路
線

　

冬
期
通
行
止
め
と
な
っ
て
い
た
国
道
２
５

２
号「
六
十
里
越
雪
わ
り
街
道
」が
５
月
10

日
に
再
開
通
し
、14
日
に
歳
時
記
会
館
前
で

式
典
が
行
わ
れ
、只
見
町
や
新
潟
県
魚
沼
市

な
ど
の
関
係
者
約
50
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
雪
わ
り
街
道
を
愛
す
る
会
の

目
黒
長
一
郎
会
長
や
菅
家
町
長
な
ど
が
挨

拶
し
、県
山
口
土
木
事
務
所
よ
り
再
開
通
ま

で
の
概
要
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
後
、只

見
湖
を
バ
ッ
ク
に
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
、

再
開
通
を
祝
い
ま
し
た
。会
場
で
は
、じ
ゅ
う

ね
ん
焼
き
そ
ば
や
マ
ト
ン
ケ
バ
ブ
な
ど
只
見

の
味
が
販
売
さ
れ
、山
菜
汁
や
特
製
ま
ん
じ

ゅ
う
が
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。ま
た
、六
十
里

越
の
除
雪
作
業
の
様
子
が
写
真
展
示
さ
れ
、

来
場
者
に
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

５
月
12
日
、只
見
振
興
セ
ン
タ
ー
で
ふ
る

さ
と
交
流
都
市
で
あ
る
千
葉
県
柏
市
と
只

見
町
の「
平
成
29
年
度
ふ
る
さ
と
交
流
企
画

会
議
」が
開
か
れ
、関
係
者
16
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、菅
家
町
長
が「
柏
市
と
只
見

町
の
歴
史
あ
る
交
流
が
、益
々
発
展
す
る
よ

う
に
し
た
い
」と
挨
拶
し
、協
議
で
は
両
市
町

か
ら
イ
ベ
ン
ト
参
加
や
学
校
給
食
の
食
材
交

換
、山
村
教
育
留
学
生
の
募
集
に
つ
い
て
な

ど
の
交
流
内
容
が
提
案
さ
れ
、今
年
度
の
交

流
事
業
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

会
議
終
了
後
、柏
市
の
方
々
は
河
井
継
之

助
記
念
館
な
ど
を
視
察
し
、只
見
町
の
歴
史

や
文
化
に
触
れ
ま
し
た
。

　

県
内
外
か
ら
修
学
旅
行
や
林
間
学
校
な

ど
教
育
旅
行
で
訪
れ
る
学
校
の
受
け
入
れ
が

５
月
９
日
、仙
台
市
立
広
瀬
中
学
校
の
農
家

民
泊
を
皮
切
り
に
町
内
で
始
ま
り
ま
し
た
。

　

５
月
19
日
に
訪
れ
た
仙
台
市
立
八
木
山

中
学
校
１
４
５
名
は
、季
の
郷
湯
ら
里
で
開

村
式
を
行
い
、農
家
民
泊
で
受
け
入
れ
る
農

家
さ
ん
と
対
面
し
ま
し
た
。生
徒
た
ち
は
笑

顔
で
農
家
さ
ん
に
挨
拶
し
、そ
の
後
各
農
家

で
農
作
業
や
田
舎
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
５
〜
９
月
ま
で
県
内
外
か
ら

10
校
約
８
０
０
人（
延
約
１
２
０
０
泊
）が

只
見
町
へ
訪
れ
る
予
定
で
、南
会
津
町
や
金

山
町
と
連
携
し
て
受
け
入
れ
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

　

布
沢
地
区
の
お
年
寄
り
が
集
う
地
域
づ

く
り
サ
ロ
ン
事
業
「
森
林
の
里
ふ
ざ
わ
・

ふ
れ
あ
い
広
場
」
が
４
月
14
日
に
布
沢
集

会
施
設
で
開
か
れ
、
開
催
10
周
年「
１
０
０

回
目
」を
祝
い
ま
し
た
。

　

ふ
れ
あ
い
広
場
は
、「
ふ
ざ
わ
楽
し
さ
と

元
気
づ
く
り
の
み
ん
な
の
会
」
が
高
齢
者

の
健
康
維
持
を
目
的
に
、
平
成
20
年
３
月

か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。今
年
の
１
〜
３
月

ま
で
は
、
週
１
回
集
ま
り「
い
き
い
き
百
歳

体
操
」
の
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
も
活
動
し

て
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
開
催
２
０
０
回
を
目
指
し
活
動

を
続
け
て
い
き
ま
す
。

「
ふ
る
さ
と
交
流
企
画
会
議
」を
開
催

「
ふ
る
さ
と
交
流
企
画
会
議
」を
開
催

今
年
度
の
交
流
事
業
を
確
認

教
育
旅
行
の
受
け
入
れ
始
ま
る

教
育
旅
行
の
受
け
入
れ
始
ま
る

県
内
外
の
学
校
が
只
見
町
へ
！

開
催
10
周
年「
１
０
０
回
記
念
」

▲（写真／関係者によるテープカット）魚沼市の売店では、
　魚沼産コシヒカリのせんべいなどが販売されました

▲（写真／１００回目のふれあい広場に参加した皆さん）
　記念事業として披露された伝統芸能「塩ノ岐万歳」

▲毎年只見町と柏市で交互に開かれるふるさと交流企画会議
　（来年は柏市で開催）

▲湯ら里前庭で受け入れる農家さんと対面式を行う八木山
　中学校生徒の皆さん

布
沢
地
区
・
ふ
れ
あ
い
広
場
を
開
催

布
沢
地
区
・
ふ
れ
あ
い
広
場
を
開
催



種目：「紅白応援合戦」「巻き起こせ！上学年旋風！」

種目：「育ち盛りの君達へ」「レッツ、恋ダンス！！」「Ⅰラヴ只見」

種目：「大倉八木節」「絆（組体操）」「鼓笛パレード」

　５月、町内の３小学校で運動会が行われました。各小学校とも紅組・白組の熱戦が繰り広げられ、訪
れた保護者や地域の方々は大きな声援を児童に送っていました。各小学校の児童の活躍を写真で紹介
します。

町内３小学校で運動会を開催
みんな

がんばったね!!

只見小学校（5月20日）

朝日小学校（5月20日）

明和小学校（5月14日）



皆さんからの身近な情報をお待ちしています。ご意見ご要望もお気軽にお寄せください。 
総合政策課 　　82ー5220　Fax 82ー2117  町の話題

「100人手植え」開催！！
田植えイベント KARIYASU’17

　㈱RISESAPEURの目黒大輔さんとさんべ農園の三瓶清志さんが主催する田植えイベント「KARIYASU`17
『100人手植え』」が５月20日に季の郷湯ら里前の田んぼで開催され、町内外から約100名が参加しました。
　今年はイベントで手植えした米を使った米焼酎「ねっか」をプレゼントするプランが新たに設けられ、人気を
集めました。また、只見高校・南会津高校の３年生を対象とする、酒米づくりから酒造りまで挑戦し、完成した
酒を成人の日にプレゼントする「18歳の酒プロジェクト」も共同開催し、高校生も一緒に手植えを行いました。
　あわせて会場では超小型モビリティ「me-go（めご）」の試乗体験も行われ、参加者は最新技術を取り入れ
た農業に触れることができました。

第１弾「春植物の花園を歩く」
只見町ブナセンター　春の観察会

　５月３日、春の観察会第１弾が黒谷川沿いを観察地に開
かれ、町内外から１７名が参加しました。観察会は、雪解け
とともに咲き、夏には葉を枯らし姿が見えなくなる「春植物」
について、黒谷川上流部へ移動しながら観察しました。「春
植物」とは、他の植物が茂る前に花を咲かせ葉を開き、栄
養を根に蓄え、夏には葉を落とし、根や地下茎だけの状態
で次の春を待つという戦略をとった植物です。今年はカタクリ、キクザキイチゲ、フクジュソウが咲いており、他に
も雪解け後に開花するケアブラチャンの小さな黄色い花などを見ることができ、文字通り春植物の花園を歩く
事ができた観察会となりました。

第2弾「春のブナ林を歩く」
　５月４日、春の観察会第２弾が癒しの森を観察地に
行われ、県内外から２２名が参加しました。今年はブナ
の開花年ということもあり、たくさんのブナの子葉を見
つけ観察することができました。観察会は、ブナの新緑
や林床に生える植物、４年前に倒れた国界の大ブナな
どもみることができ、その中で癒しの森の過去の森林
利用や植生の移り変わり、ギャップ更新や樹木の世代

交代、ブナセンター企画展で紹介している日本海要素植物などについて参加者に説明しました。
　また、戸板山眺めではブナの新緑、オオイワウチワの花を観察し、只見の春を感じた観察会となりました。

▲（写真／大人から子どもまで多くの方が参加した手植えイベント）夜には青少年旅行村で交流会が行われ、今年は㈱スノーピーク
社製の高級テントでの宿泊体験も実施しました

▲癒しの森を観察した参加者の皆さん

▲斜面に群生するフクジュソウを観察



明和小学校「田植え体験」を実施
米づくりから米を活用した焼酎づくりまでを学ぶ

　明和小学校、明和地区の農家の方々、明和自治振興
会が連携して実施している明和小学校５年生の田植え
体験学習が５月１６日に行われました。今年から梁取地
区の焼酎製造会社「ねっか」の工場見学も加わり、米づ
くりから米の活用までを学びました。　　　　　
　米焼酎「ねっか」の工場見学では、ねっか代表の脇
坂斉弘さんから、お米でつくる焼酎造りについて説明
を聞き、児童たちはお米や水といった地域資源の魅力
や製造方法を学びました。また、大倉地区のさんべ農
園の圃場で行われた田植え体験では、さんべ農園代表
の三瓶清志さんから今回植える苗（天のつぶ）などにつ
いて説明を受け、その後実際に「手植え」や「田植え機
の試乗」により苗を植えました。全ての体験を終えた児
童たちからは、「お米の大切さが分かりました」と感謝
の言葉が伝えられました。
　今回の田植え体験で作られたお米は、米焼酎「ねっ
か」として児童たちが二十歳を迎える１０年後にプレゼ
ントされる予定で、ねっか代表の脇坂さんは「１０年間
寝かせる酒と一緒に成長して下さい」と話されました。

▲米焼酎の製造方法を熱心に学ぶ児童の皆さん

▲手植えを体験する児童の皆さん

大竹　友香さん（37歳）
勤 務 地／明和振興センター
　　　　　（空家活用促進隊）
出 身 地／福岡県
大　　学／宮崎大学大学院
　　　　　農林生産学専攻
前　　職／福岡県庁
趣味特技／映画鑑賞、ハーブ栽培、
　　　　　フラワーアレンジメント

《メッセージ》
　この春、福岡から参りました大竹友香です。只見町の
春はブナの芽吹きが美しく、清々しい気持ちで新生活を
スタートさせていただいています。『ひと・くらし・業』
を繋げていくことで空き家の利活用に寄与できればと
志しております。どうぞよろしくお願いいたします。

おおたけ　　   ゆ　か

藤沼　航平さん（26歳）
勤 務 地／森林の分校ふざわ
　　　　　（山村振興協力隊）
出 身 地／栃木県
大　　学／宇都宮大学
　　　　　農学部農業経済学科
前　　職／全農とちぎ
趣味特技／バドミントン・山登り

《メッセージ》
　この度、地域おこし協力隊となった藤沼航平です。大学
時代から７年間只見町へ通い続け、ついに只見町民になっ
てしまいました。
　森林の分校ふざわを中心に只見を盛り上げ、只見に住んで、
訪れて「楽しい！」と思えるような集落を創ることが目標です。

ふじぬま　　  こうへい

　町の山村振興と空き家の活用を推進するために、５月から新
たに２名の地域おこし協力隊が加わりました。隊員２名は「山村
振興協力隊」、「空家活用促進隊」として、森林の分校ふざわや
明和振興センターで活動していきますのでご紹介いたします。

新しい地域おこし協力隊が只見町へ！

２名の新たな力が加わる



皆さんからの身近な情報をお待ちしています。ご意見ご要望もお気軽にお寄せください。 
総合政策課 　　82ー5220　Fax 82ー2117  町の話題

▲オレンジ色のベストを身にまとい、ゴミを拾い集める参加者の
皆さん

第１回「からだ塾」実施
仲間と一緒に楽しく運動！

　只見振興センターが主催する、健康寿命を延伸する取
組み「からだ塾」が５月１１日、同センターで開かれ２５名
が参加しました。参加者は、ただみコミュニティクラブのス
タッフと一緒に体操やカーリングなどの運動を行い、心地
よい汗を流しました。
　今年度の「からだ塾」は全２６回（月３回程度）計画され
ており、「都合の良い時に気軽に誘い合って参加して欲し
い」との説明がありました。皆さんも是非参加してください。

「要害山」山開き
只見４名山の山開き初陣

　５月１４日、ＪＲ只見駅の裏に位置する「要害山」の山開
きが開かれ、町内外から約２００名が参加しました。
　開山式では、安全祈願による神事が行われ、主催者挨
拶で菅家町長は「要害山のブナの新緑の他、只見の観光
など満喫してもらいたい」と述べました。その後、参加者は
登山者カードと引き換えに国指定の天然記念物「ヤマネ」
が描かれた記念バッチを受け取り、新緑の要害山へ登っ
て行きました。

▲カーリングで体を動かす参加者の皆さん ▲神事で安全を祈願する菅家町長と参加者の皆さん

渡部等さんの「油絵展」開催
只見の風景や雪の山村などの作品並ぶ

　只見町（小川）の画家、渡部等さんの油絵展が５月９
日、季の郷湯ら里のロビーで始まりました。この油絵
展では、只見川などの風景や雪が積もった集落などが
描かれた作品35点を展示しており、赤色や青色を基調
にした色合いが幻想的な作品が並んでいます。今冬に
描いた新作を中心に、只見の風景や雪の山村など美し
い風景が鑑賞できる油絵展は、６月13日まで開催され
ています。

朝日地区「ちょボラごみ拾い」
景観・環境美化の推進活動！

　朝日地区地域づくり委員会が主催する「ちょボラご
み拾い」が５月14日に行われ、小学生から大人まで地
域住民55名が参加しました。ごみ拾い活動は、朝日地
区の国道や県道など４コースに分かれて行われ、今回
集めたゴミの量は47袋、総量約330kgとなりました。
「ちょボラごみ拾い」は秋にも開催される予定で、その
他ゴミ捨て禁止の看板を集落に設置し、地域の景観・
環境美化を推進していきます。

▲只見町、南会津町、越後のはさ木などの景色が描かれた油
絵展



「“噛む”事の8大効用について」
　よく噛むことは、単に食べ物を体に取り入れるた
めだけでなく、全身を活性化させるのに重要な働き
をしています。「噛む」効用について、分かりやすい
標語があります。「ひみこの歯がいーぜ」です。噛む
ことの効用を咀嚼(そしゃく)回数の多かった弥生
時代の卑弥呼（邪馬台国の女王）にかけて表した
ものです。弥生時代の人は一食で約４０００回と現
代人に比べて、噛む回数が約６倍も多かったと考
えられています。
　肥満を防ぐ
　よく噛むと、満腹中枢が刺激され食べ過ぎ防止
になります。　
　味覚の発達
　食べ物本来の美味しさを感じることができ、味
覚が発達します。
　言葉の発音がはっきり
　噛む事で、顔の筋肉が発達すると、言葉を正しく
発音できるようになり、口の周りの筋肉を使います
から顔の表情も豊かになります。
　脳の発達
　噛む運動は脳細胞の働きを活発化します。あご
を開けたり閉じたりすることで、脳に酸素と栄養を

送り、活性化します。子供の知育を助け、高齢者は
認知症の予防に役立ちます。
　歯の病気を防ぐ
　よく噛むと唾液の分泌が良くなり、口の中をきれ
いにします。虫歯になりかかった歯の表面をもとに
戻したり、細菌感染を防いで虫歯や歯周病を防ぎ
ます。
　がんを防ぐ
　唾液に含まれる酵素には、食品中の発がん性を
抑える働きがあります。
　胃腸の働きを促進する
　食品を噛み砕いてから飲み込むことで、胃腸へ
の負担が軽くなり、胃腸の働きを正常に保ってくれ
ます。
　全身の体力向上と全力投球
　噛み締める力を育てる事により、全身に力が入
り、体力や運動神経の向上、集中力を養うことに繋
がります。
　「一口三十回噛む」のが良いといいますが、皆さ
んは何回噛んでから飲み込んでいますか？普段の
食事でどれくらい噛んでいるか数えてみると、意外
と早く飲み込んでしまっているのではないでしょう
か。噛むことは健康への第一歩です。食材や調理を
工夫して、噛む回数を増やしましょう。

ひ
い

ぜ

が

は

み

こ

の

地域おこし協力隊として
vol.31 渡辺　史

只見町教育振興協力隊
わたなべ　　　 ふみ

広報ただみ診療所 朝日診療所
歯科医　齋藤　さゆり

「皆さん初めまして！」
　町民の皆さん、初めまして。１月より地域おこし
協力隊として着任いたしました、渡辺史と申しま
す。福島県郡山市の出身で、福島→仙台→東京→
仙台→只見と、生まれてからのほとんどを東北地
方で過ごしておりますが、自然環境、とりわけ雪の
多さをみると、同じ東北でもこんなに違うものなの
かと驚きでいっぱいの日々を過ごしております。
　さて、私は２月から新しくスタートした公営塾
「心志塾」で文系科目の指導を担当しておりま
す。指導にあたり、数年ぶりに高校時代の学習を

振り返りましたが、新たに学ぶことも多く、高校生
に負けないよう、私も一生懸命勉強を頑張ってい
ます（笑）。只見高校で学ぶ皆さんの役に立てる
よう、全力で取り組んで参りますので、スタートし
たばかりの心志塾を温かく見守っていただければ
と思います。
　只見での生活を始めて約3ヶ月、わからないこと
がたくさんありますが、少しずつ町になじんでいき
たいと思います。只見町の皆さん、どうぞよろしく
お願いいたします。



只
見
町
文
化
財
調
査
委
員
会
議
長

飯
塚
　
恒
夫

只見学

と
っ
て
お
き
の
話

275

　

只
見
の
人
々
に
は
じ
め
て
ジ
ン

ギ
ス
カ
ン
を
広
め
た
人
は
河
嶋
悟

郎
氏
で
し
た
。
し
か
し
、
只
見
の

ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
を
語
る
の
に
忘
れ

て
な
ら
な
い
人
に
梁
取
の
馬
場
兵

一
氏
が
い
ま
す
。

　

兵
一
氏
は
、
県
立
矢
吹
修
練
農

場
を
卒
業
後
、
戦
後
い
ち
早
く
、

県
有
の
種
緬
羊
の
受
託
飼
育
や
貸

付
緬
羊
の
斡
旋
、
ホ
ー
ム
ス
パ
ン

の
羊
毛
刈
り
取
り
な
ど
、
緬
羊
の

飼
育
と
普
及
に
深
く
関
わ
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
し
て
、
河
嶋
氏
の
助

言
を
受
け
、
先
進
地
を
訪
ね
歩
い

て
試
行
錯
誤
を
重
ね
、
お
い
し
く

食
べ
る
方
法
を
研
究
し
ま
し
た
。

い
ろ
い
ろ
な
解
体
方
法
を
試
し
、

肉
の
味
付
け
に
も
力
を
入
れ
ま
し

た
。
と
く
に
タ
レ
作
り
に
は
労
を

惜
し
ま
ず
取
り
組
み
、
次
第
に

｢

兵
あ
ん
に
ゃ
の
肉｣

が
評
判
に
な
っ

て
い
き
ま
し
た
。兵
一
氏
は
そ
の
頃
、

頼
ま
れ
れ
ば
ど
こ
へ
で
も
行
っ
て
、

屠
殺
や
解
体
を
し
ま
し
た
。
兵
一
さ

ん
は｢
肉
に
匂
い
を
付
け
な
い
コ
ツ

は
、
皮
剥
ぎ
の
際
に
、
毛
に
触
れ
た

手
や
刀
で
絶
対
肉
に
は
触
ら
な
い
こ

と
が
コ
ツ
だ
」
と
河
嶋
氏
に
言
っ
て

い
た
そ
う
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
、
マ
ト
ン
は

手
軽
に
手
に
入
る
よ
う
に
な
っ
て

い
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
誰
も
が

自
家
用
の
タ
レ
を
作
っ
て
ジ
ン
ギ

ス
カ
ン
が
広
く
普
及
し
始
め
た
の

で
す
。
こ
の
当
時
、
専
用
の
ジ
ン

ギ
ス
カ
ン
鍋
は
高
価
だ
っ
た
の
で
、

工
事
現
場
な
ど
で
は
ス
コ
ッ
プ
を

裏
返
し
た
り
、
波
ト
タ
ン
を
鍋
代

わ
り
に
し
て
肉
焼
き
を
し
た
と
い

う
話
が
あ
る
ほ
ど
で
、
広
く
流
行

し
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
ま

す
。
兵
一
氏
は
、
そ
の
後
、
昭
和

三
十
二
年
に
馬
場
食
肉
店
を
開
業

し
、
平
成
の
初
め
ま
で
店
を
続
け

て
い
ま
し
た
。

　

河
嶋
氏
は
、
昭
和
三
十
一
年
の

秋
、
約
七
年
に
わ
た
っ
て
南
会
津

西
部
地
方
の
畜
産
振
興
に
力
を
尽

し
、
大
き
な
足
跡
を
残
し
て
県
に

帰
任
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
任
の

所
長
は
、
今
野
廣
氏
で
し
た
。
今

野
氏
も
、
同
じ
く
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン

の
普
及
に
尽
力
し
ま
し
た
。
こ
の

頃
は
ま
だ
只
見
町
が
合
併
す
る
前

で
あ
り
、
三
地
区
の
交
流
も
限
定

的
だ
っ
た
の
で
、
マ
ト
ン
の
普
及

範
囲
は
、
明
和
地
区
を
中
心
と
し

た
時
期
が
し
ば
ら
く
続
い
た
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　

今
野
氏
は
、
そ
れ
ま
で
の
普
及

方
法
を
一
歩
進
め
て
、
ジ
ン
ギ
ス

カ
ン
を
食
う
会
の
「
明
和
健
啖
会
」

を
結
成
し
ま
す
。
小
林
の
星
医
院

の
院
長
で
あ
る
星
稲
夫
氏
を
会
長

と
し
、
役
場
・
郵
便
局
・
農
協
・

電
業
所
・
学
校
・
議
員
な
ど
の
有

志
が
会
員
と
な
っ
て
結
成
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
会
は
、
畜
産
振
興
の

た
め
に
農
家
の
廃
緬
羊
を
適
正
価

格
で
購
入
し
、
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
の

普
及
と
会
員
の
親
睦
に
資
す
る
の

が
目
的
で
し
た
。
会
の
備
品
と
し

て
、
鍋
と
コ
ン
ロ
各
一
○
組
を
会

長
宅
に
そ
ろ
え
、
緬
羊
が
見
つ
か

る
と
、
小
林
の
角
田
豊
正
氏
が
肉

の
段
取
り
を
受
け
持
ち
、
星
医
院

の
裏
山
あ
た
り
を
会
場
に
野
外
ジ

ン
ギ
ス
カ
ン
と
な
る
の
で
す
。
娘

の
星
美
弥
子
さ
ん
は
、
小
学
生
の

頃
、
母
親
の
タ
レ
作
り
の
手
伝
い

を
よ
く
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
を
覚
え

て
い
る
そ
う
で
す
。
明
和
健
啖
会

の
活
動
は
、
緬
羊
が
西
部
地
方
で

ほ
と
ん
ど
飼
育
さ
れ
な
く
な
っ
た

昭
和
三
十
六
、
七
年
こ
ろ
に
終
わ

り
ま
し
た
。

　

福
島
県
に
お
け
る
緬
羊
の
飼
育

頭
数
の
推
移
を
見
て
も
、
昭
和
三

い
ま
残
し
て
お
き
た
い
只
見
と
っ
て
お
き
の
話 

②

―

只
見
で
マ
ト
ン
が
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
理
由（
そ
の
二
）―

▲明和健啖会の主な顔ぶれ（前列左から／今
野廣所長・星恭之助氏・星稲夫院長）

▲馬場食肉店跡に立つ筆者

十
二
年
を
ピ
ー
ク
に
急
激
に
減
少

し
て
い
ま
す
。
国
が
三
十
六
年
に

制
定
し
た
農
業
基
本
法
に
お
い
て
、

羊
毛
の
生
産
は
「
外
国
産
農
産
物

と
競
合
関
係
に
あ
る
も
の
」
と
し

て
、
助
成
対
象
か
ら
除
外
し
た
た

め
で
す
。
こ
の
頃
に
な
る
と
、
地

元
の
羊
肉
は
姿
を
消
し
、「
兵
あ
ん

に
ゃ
の
肉
」
も
す
べ
て
輸
入
肉
に

変
わ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
長
年

マ
ト
ン
に
慣
れ
親
し
ん
で
き
た
明

和
地
区
の
人
々
は
、
輸
入
肉
に
こ

だ
わ
ら
ず
マ
ト
ン
を
求
め
続
け
て

き
た
の
で
す
。
そ
れ
に
応
え
て
、

昭
和
四
十
五
年
に
は
、
二
軒
在
家

の
目
黒
食
肉
店
が
開
業
。
さ
ら
に

五
十
年
代
に
な
る
と
、
朝
日
地
区

や
只
見
地
区
に
も
マ
ト
ン
を
扱
う

肉
屋
が
広
が
り
、
全
町
的
に
食
べ

る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　

  

ひ
ょ
う

い
ち

　
　

  　
　
　
　
　
　
　

  

め
ん
よ
う

　

 

ひ
ょ
う

　

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

け
ん
た
ん
か
い



只
見
短
歌
会

五
月
例
会

大
塚
栄
一　
　

指
導

只
見
俳
句
会

目
黒
十
一　
　

指
導

町
民
文
芸

町
民
文
芸

吉　

児

曾
祖
父
に
似
け
る
鼻
梁
や
風
光
る

焼
き
米
を
頬
張
る
童
草
萌
ゆ
る

さ
ち
を

答
ふ
に
は
遠
き
山
波
閑
古
鳥

万
有
の
力
を
知
っ
て
蓮
の
露

信　

水
温
み
わ
っ
と
飛
び
出
す
幼
児
か
な

ゆ
ら
ゆ
ら
と
見
上
げ
る
空
や
朧
月

都　

一
羽
二
羽
雀
来
た
る
や
春
時
雨

雪
代
や
ゆ
び
そ
柳
は
首
を
振
る

味
代
子

行
儀
よ
く
いつ
に
植
え
た
か
ク
ロッ
カ
ス

春
雷
や
通
り
抜
け
れ
ば
こ
ざ
っ
ぱ
り

弘　

子

思
い
っ
き
り
ぶ
ら
ん
こ
漕
ぐ
子
若
葉
風

老
杉
を
覆
い
か
く
し
て
藤
の
花

恒　

夫

水
仙
や
花
道
六
方
踏
み
な
が
ら

夏
の
風
邪
ふ
た
り
暮
し
の
ご
器
洗
う

レ　

イ

冷
奴
支
柱
の
並
ぶ
畑
見
つ
つ

風
薫
る
鍬
に
己
が
名
使
い
始
め

一　

穂

ふ
れ
太
鼓
ひ
き
よ
せ
ら
れ
て
国
技
館

車
窓
よ
り
右
も
左
も
麦
の
秋

修　

一

月
光
に
微
か
な
反
射
白
木
蓮

春
の
風
取
り
込
み
朝
の
食
事
か
な敦　

子

片
栗
も
咲
い
た
と
便
り
出
す
朝

若
葉
風
歯
科
医
の
声
の
や
わ
ら
か
き

 

馬
場　

八
智

雨
止
み
し
も
一
入
寒
き
本
堂
に
合
同
法
事
の
続
経
に
手
合
す

 

小
倉
キ
ミ
子

一
本
の
釘
を
打
つ
の
を
た
め
ら
ひ
て
木
目
美
し
き
柱
を
撫
づ
る

 

渡
部
ゆ
き
子

友
逝
き
て
空
き
家
と
な
れ
ど
雪
解
け
の
庭
に
花
芽
の
数
多
芽
吹
き
ぬ

 

関
谷
登
美
子

頂
き
し
歌
集
に
ひ
と
言
記
さ
れ
し
ひ
と
つ
の
言
葉
に
胸
を
打
た
れ
ぬ

 

新
国
由
紀
子

入
退
院
繰
り
返
し
ゐ
る
老
い
母
は
過
去
の
作
品
を
纒
め
始
め
つ

 
目
黒　

富
子

花
殻
は
風
に
微
か
な
音
立
た
つ
る
あ
じ
さ
ゐ
の
下
い
ち
げ
咲
き
満
つ

 

渡
部
ヨ
リ
子

一
日
の
時
の
流
れ
の
早
く
過
ぎ
手
帳
の
中
は
空
欄
多
し

 

古
川　

英
子

一
人
居
の
友
の
入
院
長
び
く
か
囲
ひ
し
ま
ま
の
木
々
は
芽
吹
く
に

 

新
国　

洋
子

寒
冷
紗
掛
け
ゐ
し
裏
庭
の
鉄
骨
が
十
余
年
経
て
錆
し
ま
ま
立
つ

 

（
出
詠
順
）

四
月
詠
草



総務課　
　総務係　財政係

総合政策課　
　地域振興係　広報広聴係

町民生活課
　税　務　係
　町　民　係
保健福祉課
　保　健　係
　福　祉　係
農林振興課
　農政係　林政係
観光商工課
　観光係　商工係
環境整備課
　地域整備係
　生活環境係
会　計　室
議会事務局
農業委員会
教育委員会
学校給食センター
只見保育所
朝日保育所
明和保育所
朝日診療所
（歯科） 
こぶし苑 
只見振興センター 
朝日振興センター 
明和振興センター 

 
今
月
の

お
知
ら
せ

In
fo

rm
a
tio

n
試
　
験

●
試
験
職
種
及
び
採
用
予
定
人
員

・
一
般
事
務
職　

若
干
名

●
受
験
資
格

・
平
成
５
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

12
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
者（
学
歴
不
問
）。

●
第
１
次
試
験
日
時
・
会
場

・
平
成
29
年
９
月
17
日（
日
）

・
午
前
９
時
受
付
〜
午
後
２
時
30
分

・
福
島
県
立
田
島
高
等
学
校

●
受
験
申
込
受
付
期
間

・
平
成
29
年
６
月
19
日（
月
）

〜
平
成
29
年
８
月
10
日（
木
）

●
受
験
手
続
等

・
詳
細
に
つ
い
て
は
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
先

　

只
見
町
役
場
総
務
課

　

☎
０
２
４
１（
82
）５
２
１
０

　

仙
台
国
税
局
で
は
、税
務
の
ス

ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
し
て
活
躍
す

る
税
務
職
員
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

　

国
の
財
政
を
支
え
る
税
務
職

員
に
、あ
な
た
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
み
ま
せ
ん
か
？

●
受
験
資
格

①
高
卒
見
込
の
者
及
び
高
卒
後

３
年
を
経
過
し
て
い
な
い
者

②
人
事
院
が
①
に
掲
げ
る
者
と

同
等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め

る
者

●
受
験
申
込
受
付
期
間

　

平
成
29
年
６
月
19
日（
月
）〜

28
日（
水
）

●
受
験
申
込
方
法

・
受
験
申
込
み
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
申
込
み
と
し
ま
す
（
国
家
公

務
員
試
験
採
用
情
報
Ｎ
Ａ
Ｖ

Ｉ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
）。

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
申
し
込
め

な
い
場
合
は
、
受
験
申
込
受
付

期
間
前
に
仙
台
国
税
局
人
事

第
二
課
試
験
研
修
係
又
は
人

事
院
東
北
事
務
局
へ
連
絡
し

て
下
さ
い
。

●
第
１
次
試
験
日

　

平
成
29
年
９
月
３
日（
日
）

●
問
合
せ
先

　

仙
台
国
税
局
人
事
第
二
課

　

試
験
研
修
係

　
☎
０
２
２（
２
６
３
）１
１
１
１

（
内
線
３
２
３
６
）

　

人
事
院
東
北
事
務
局

　

☎
０
２
２（
２
２
１
）２
０
２
２

　

き
こ
え
や
こ
と
ば
の
不
安
、
悩

み
、
心
配
な
ど
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

●
と　

き

　

月
〜
金
曜
日

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

●
と
こ
ろ

　

聴
覚
支
援
学
校
会
津
校
内

　
「
み
み
ら
ん
ど
・
會
津
」

●
対　

象

　

き
こ
え
や
こ
と
ば
に
心
配
が

あ
る
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

●
費　

用　

無
料

●
問
合
せ
先

　

県
立
聾
学
校
会
津
分
校
教
頭

　

☎
０
２
４
２（
22
）１
２
８
６

平
成
30
年
度

只
見
町
職
員
採
用

候
補
者
試
験（
高
校
卒
程
度
）

聴
覚
障
が
い
乳
幼
児
子
育
て

相
談『
み
み
ち
ゃ
ん
教
室
』

労
働
保
険
の
年
度
更
新

な
ど
の
お
知
ら
せ

　

事
業
主
の
皆
様
へ
お
知
ら
せ

で
す
。平
成
29
年
度
の
労
働
保
険

の
年
度
更
新
の
申
告
期
限
は
７

月
10
日
で
す
。

　

期
限
ま
で
に
、
最
寄
り
の
銀

行
、
郵
便
局
、
労
働
基
準
監
督
署

に
お
い
て
手
続
き
さ
れ
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
申
告
期
限

　

平
成
29
年
７
月
10
日

※

労
働
保
険
の
年
度
更
新
は
電

子
申
請
を
、
労
働
保
険
料
な
ど

の
納
付
は
口
座
振
替
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
先

　

福
島
労
働
局
総
務
部

　

労
働
保
険
徴
収
室

　

☎
０
２
４（
５
３
６
）４
６
０
７

お
知
ら
せ

平
成
30
年
度 
採
用 

国
家
公
務
員

「
税
務
職
員
採
用
試
験
」

（
高
校
卒
程
度
）の
お
知
ら
せ

6
月
26
日
ま
で
に

　
　
　
　
　

納
め
ま
し
ょ
う

●
町
県
民
税（
１
期
）

●
水
道
使
用
料（
１
期
）

●
農
集
排
使
用
料（
６
月
分
）



 １日 定例庁議
 ８日 明和振興センター関係団体意見交換会
 １１日 南会津地方土地開発公社監事会、
  南会津地方町村会監事会、南会津地方町村会総会、
  南会津地方土地開発公社理事会、
  南会津地方緑化推進委員会、
  南会津地方広域市町村圏組合管理者会、
  南会津地方町村連絡会議懇談会（南会津町）
 １２日 柏市交流企画会議、只見町商工会通常総代会
 １４日 要害山山開き、
  国道２５２号六十里越雪わり街道再開通記念式典
 １５日 ㈱季の郷湯ら里取締役会、
  只見町青少年健全育成町民会議
 １６日 （一社）只見町観光まちづくり協会定時社員総会
  商工事業者との懇談会
 １７日 ユネスコエコパーク推進本部会、
  只見町鳥獣被害対策協議会総会
 １８日 福島県水源林造林推進協議会役員会

 １９日 滝調整池堆砂対策連絡協議会（金山町）、
  地域経済活性化フォーラム
 ２０日 朝日小運動会、只見小運動会
 ２２日 会津総合開発協議会本省庁要望（東京都）
 ２３日 福島県農業集落排水事業推進協議会理事会、
  通常総会（福島市）
 ２４日 福島県町村会総会、
  福島県鉄道活性化対策協議会総会（福島市）
 ２５日 ＪＲ只見線利用促進実行委員会、
  長岡市観光交流部長・長岡市河井継之助記念館館長
  来庁、政策調整会議、６月補正予算町長査定
 ２６日 議会５月会議、南会津建設事務所長来庁、
  只見町民生児童委員との懇談会
 ２７日 トレーラーハウスオープン式典
 ２９日 ㈱会津ただみ振興公社定時株主総会、
  ㈱季の郷湯ら里定時株主総会、
  只見ユネスコエコパーク連絡調整会議
 ３０日 南会津地方「植樹祭」（下郷町）、福島県教育長来庁

〈5月分〉

虫
歯
の
な
い
子

（　　　）5月16日
3歳児健診

渡部　碧音くん
（福井）

あおと
馬場　由貴くん
（梁取）

ゆたか
本名　美里さん
（福井）

みさと

鈴木　帆奈さん
（只見）

松永　瑛祐くん
（只見）

はんな えいすけ こ  こ

平野　沙耶香さん
（小林）

三瓶　李市くん
（黒谷）

梁取　晴生くん
（長浜）

佐藤　心咲さん
（舘ノ川）

りいち はるきさ や か



あ
と
が
き

あ
と
が
き

人のうごき

町民
憲章

1、 ゆたかな緑ときれいな水をまもり美しい町をつくりましょう

1、 互いに助け合い親切をつくし楽しい町をつくりましょう

1、 産業をおこしみんなで働ける豊かな町をつくりましょう

1、 教養を深め心と体をきたえ文化の町をつくりましょう

1、 きまりを守り良い風習を育て住みよい町をつくりましょう

★朝日振興センターではリクエストを随時受付しています。読ん
でみたい本があれば　ぜひ、リクエストしてください。

人　口　４，３３６（＋２８）
　男　　２，１２８（＋１７）
　女　　２，２０８（＋１１）
世帯数　１，８６４（＋７８）
高齢化率　　　　４５．２５％

※高齢化率とは、６５歳以上の人が人口に占める割合です。

転入 46　　転出 13　　出生 2　　死亡 7

（４月２６日～５月２５日届出分）敬称略

平成29年5月1日現在

▽
５
月
14
日
の
国
道
２
５
２
号
六
十
里
越
雪

わ
り
街
道
再
開
通
式
で
は
、会
場
内
に
除
雪

作
業
の
写
真
16
枚
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

写
真
は
、３
ｍ
以
上
積
も
っ
た
雪
を
重
機
で
除

雪
す
る
様
子
や
、雪
崩
に
よ
り
除
雪
し
た
道

路
が
ふ
さ
が
れ
た
様
子
な
ど
、再
開
通
ま
で
の

苦
労
が
分
か
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。普

段
何
気
な
く
通
行
し
て
い
る
道
路
で
す
が
、多

く
の
方
々
の
努
力
に
よ
り
安
全
に
通
行
で
き

る
の
だ
と
改
め
て
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
写

真
展
で
し
た
。

（
三
瓶
）

朝日振興センター
図書室☎84-2111

生涯学習推進員
三瓶美由紀

※「町民の消息」欄に掲載を希望されない方は、
　届出のときにその旨をお伝えください。

■おくやみ申し上げます
目　黒　　　勝 80歳 小　川
山　内　正　弘 88歳 小　林

■お誕生おめでとうございます
酒　井　竜　起（男／  修 ・あゆみ）舘ノ川

渡　部　蒼　翔（男／智広・彩　香）蒲　生

た つ き

あ お と

南会津町　佐野　英則♡横山　結麻　楢　戸

■ご結婚おめでとうございます

　愛する人を想う気持ちが生み
出した、不器用でやさしい４つの
「嘘」。「過去にいられるのは、コ
ーヒーが冷めるまでの間だけ」
不思議な喫茶店フニクリフニク
ラにやってきた、４人の男たち。ど
うしても過去に戻りたい彼らの口
には出せない本当の願いとは
…？

川口俊和/著（サンマーク出版）

★素敵な日本人

★この嘘がばれないうちに

　たとえば、毎日寝る前に一編
をゆっくり読んでください。豊饒
で多彩な短編ミステリーが、日
常の倦怠をほぐします。意外性
と機知に富み、四季折々の風物
を織り込んだ極上の九編です。

東野圭吾/著（光文社）

ほうじょう



TEL 0241（72）8355TEL 0241（72）8355

※
環
境
に
や
さ
し
い
大
豆
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す

■ 発行／只見町　〒968-0498  福島県南会津郡只見町大字只見字雨堤1039
■ 編集／総合政策課広報広聴係　http://www.tadami.gr.jp/　 0241（82）5220

※
こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

Vol.86

「多雪地帯に生きる　日本海要素植物」
期　間：７月17日（月） まで開催
場　所：ただみ・ブナと川のミュージアム　２階ギャラリー

企画展示

［アジサイ科  アジサイ属］

（学名：　　 　　　　　   ）

▲木に取り付き花を咲かせるツルアジサイ

詳しくは、
只見町ブナセンター
までお問い合わせ

ください

ツルアジサイ Hydrangea petiolaris  

　梅雨の時期に花を咲かせる植物として誰もが思い浮かべるものにアジサイがあります。只
見町に自生しているアジサイ属は４種あり、いずれも６月～８月に花を咲かせます。
　多くのアジサイ属の花序は、両性花と装飾花で構成されています。中央に集まる両性花に
は雄しべと雌しべがあり、果実をつけます。周りを取り囲む装飾花の雄しべと雌しべは退化
しており生殖機能はありません。また、肥大した萼が花びらのように見えます。
　多くのアジサイ属の種類は低木で自立しますが、ツルアジサイは他の樹木の樹体を這い登
ることで成長するツル性落葉木本です。主に山地の林内に成育しています。初めは地面を這
い、倒木や岩の上などで成長しますが、ツルの先が他の樹木（ホスト）の根もとに到達すると
茎や枝から気根を伸ばし、ホストの樹体に張り付くように這い登りはじめます。這い登った高
さは１０～２０ｍに達し、初夏には幹いっぱいに葉を茂らせ、白い装飾花の目立つ花を咲かせ
ます。また、町内にはアジサイ科イワガラミ属でつる性の落葉木本であるイワガラミもツルア
ジサイと同様に他の樹木に這い登り、同時期に似たような形態の花を咲かせますが、イワガ
ラミは装飾花の萼片が１個なのに対してツルアジサイは３～４個あることで見分けることがで
きます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  かじょ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  がく

　　　　　　　　　　　　　　がくへん

Vol.86


